
平成２４年度 ５０年ビジョンプロジェクト意見交換会（第３回） ―子育て分野― 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども 文化 

教育 

未来の日野市 

おいしい給食 

いつの時代も子ども“幸せ”で 

地域で人材育成 

イオンを楽しみにしている 

文化は遺伝する 

若い世代を応援して活力を 

親の目の届く場にあそび場が 

あるとよい 

（少し足りない） 

あえてカッチリした仕組みは作らない 

変わっていいもの 

守っていくもの 

５０年後、社会福祉はあるのか？ 

食の大切 

地域への感謝 

日野の自校式給食は 

すばらしい 

ノンブランド 自然 

３世代 

子ども社会の宝 

子どもが未来をつくる 

自然豊か 

ケガ当たり前 

子どもと親が一緒に育つ 

あそびあふれる楽しいまち 

あそびにおいての 

責任とは…？ 

孫が５０歳。かなり現実的な話 

今のまま…？ 

昔に戻れない 

地域での子育て 

地域力 

日野で育って良かった！ 

弱いものいじめは 50年前

もあった 

モノがなかった 50年前。 

モノがあふれる現在。 

子どもがのびのびと 

エコ（ごみ） 

「地域」の５０年前と今では 

考え方も範囲も違う 

変わっているのは子ども

ではなく大人 

自分の責任で自由に遊ぶ 

スローライフ ゆったり 

家族以外のコミュニティ 

自然を活かした教育 

地域の文化を！ 

遊び場が少ない 

みんなが集う 

多摩平のよさこいが

良い 

人間らしい生き方 

仕掛け人と場のコーディネート 

子どもの姿は５０年後も変わらない 

家族の輪 ⇒ 地域の輪 

子育ての常識も変わっているかも…。 

食育で回りが見えてくる 

のびのびとした教育 

グローバルな時代←教育が重要 小中連携・大学連携 

祖父母世代が忙しい 

３世代近居・同居が増える 

地域コミュニティでの子育て、教育 

地域 

自由に遊べる環境がない 

大人が「レール」を敷かない 

エネルギーの自給自足 

農家が活発なまち 

働きながら子育てがしやすいまち 

一生懸命やれば夢が叶うまち 

農業や試行的産業が必要 

帰ってくるとほっとするまち 

勤勉な者が報われるまち 

共働きで子育てできる仕組み 

社会貢献できる人材育成 

職・住近接社会 

主体的な学び 

日本らしさ 

日野らしさ 

自分で創造 

遊び 
５０年 

50年前と変わらないことは

50年後もかわらない 

手を使って目を使うこと

が大事 

根がしっかりした子どもが世界に通用 

自然を体験できる場所を残す 

コミュニティ活動が楽しいまちを作る 

父親のコミュニティ 

学校図書館の充実 

まちづくり 

楽しいまちが人を呼び活性化する 

50年先は日野市であると

は限らない 

落ち着いた日野 

考え方をフレキシブルに！ 

50年先もみんな同じ幸せ 

教育は未来への投資 


